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2013年 SAWC/WHS 学術集会参加記

2013 年度の SAWC/WHS 学 術 集会は 2013 年 5月1日か ら 5日ま で

米国コロラド州デンバー市の Colorado Convention Centerで開催された。

デンバー市は“マイル ・ ハイ ・ シティー The Mile High City ”と呼ばれる

ほど高地 ( 海抜 1600m) であり気圧が低く球技の飛距離が伸びる。実際

MLB 球場である“クアーズフィールド”は全米で一番打球がよく飛ぶことで

有名である。旅行誌で収集したデンバーの情報は少なく不安であったが、

デンバー国際空港に降り立つと高地特有の透き通った空気と遥か遠くに

聳えるロッキー山脈の白い頂きを見て、清々しい気持ちで一杯になった。

学術集会は Colorado Convention Centerで開催された。この建物は 1990

年に建築家とミーティングプランナーの協議によりデザインされたシンプ

ルな建物であり、ガラス張りのオープンな外観とダウンタウンの交通要所

に位置し、会議のみならず市民の憩い場として愛されている。特にデンバ

ー市推奨のパブリックアートの一環として40 フィートのクマの彫刻「ビッグ

ブルーベアー」が入り口に建造され、目を見張るとともに文化芸術を振興

するデンバー市民の意気込みを感じた ( 図 1)。

WHS は大変アカデミズムの高い学術集会であり、従来は単独開催に

よる小さな会場で常に熱い議論が繰り広げられてきた。最近は SAWC 

(Symposium on Advanced Wound Care) との共同開催となり、医師や数

多くの看護師の皆様が参加する大規模な合同学術集会 (SAWC/WHS)

に発展している。したがって開催規模が大きく、運営面で感心させられる

点が多々あった。参加受付を簡便にする二次元バーコードが開催前に

【図1】SAWC/WHSが開催されたColorado 
Convention Center。
開催初日には雪が降り、会場周囲に掲げてある
野外フラグ(手前)や会場入り口のビッグブルー
ベアー (右手、奥)にも雪が積もった。
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電子メールで送られ、会場ではスマートフォン普及

に より Google Play や Apple Store か ら 抄 録をダ

ウンロードするなどアメリカで普及するインターネッ

トコンテンツの技術を学会に即反映させる姿勢に

は感心した。

SAWC との共同開催とはいえWHS は独自のプ

ログラムを提供しており、日本の学会同様に重要

課題のセッションが設けられ、WHS 選定の演者が

講演された。多くの演者は機関誌 Wound Repair 

and Regenerationで拝見する先生であり、最新内

容の発表を期待していたが総論的な内容に少々

ガッカリした。セッション会場では第 42 回日本創傷

治 癒学会のJSWH-WHS Joint Session 演者である

Kenichi Tamama 先生にお会いした。彼の話では

米国の年 3 回の NIH グラント申請では本学術集

会の演者の多くが採択審査に関係し、彼らの講

演内容は今後の申請内容や方向性、採択基準を

把握するのに重要だという。米国の競争的研究

資金獲得に学術集会がより直結しているような印

象を受け、今後の学術 集会の方向性について考

えさせられた。

今回初めて小野一郎先生と一緒に参加させて

頂いた。小野 先生は故大谷吉 秀先生と一緒に

WHS に参加され、その参加歴は長くボルチモア、

シアトル、リモージュ、ダラス、アトランタの WHS に参

加されている。特にダラスでは第 1 回 JSWH- WHS 

Joint Session が開催され、おりしも新型インフル

エンザ流行により渡米するのに大変御苦労され

たりしたものの、JSWH と WHS 間を取り次ぐ大役

を長年務められてきた。小野先生が大会長を務

められた第 42 回日本創傷治癒学会では第 2 回

JSWH - WHS Joint Sessionが開催され、WHSよりDr. 

Laura Pa r ne l ,  Dr.  L i sa  Gou lds ,  Dr.  Ken ich i  

Tamama が参加され、JSWH と WHS との深い交流

が進展した。そして半年後に開催された今回の大

会に私どもが参加することで、JSWH と WHS の関

係がより親密なものに近づいた感がした。最終日

に 昨 年 度 横 浜 で 開 催 さ れ た WUWHS(World 

Union of Wound Healing Societies) の講演者であ

り WHS の Board memberであるSundeep Keswani氏と

Kenneth Liechty氏にお会いした ( 図 2)。別れ際に

彼らが「来年の WHS はオーランドで開催されるの

で来てくれ」と何度も言っていたのが印象的だっ

た。来年の SAWC /WHS は若い先生と一緒に参

加し新たな創傷治癒学を研鑽するもの同士の国

際交流の場をさらに広げたいという強い思いを抱

いてデンバー空港から帰国の途に就いた。

【図2】WHS主催の懇親会風景。 デンバー特産のビールと気圧の低
さで酔いがまわった。左からKenneth Liechty、筆者、小野一郎、
Sundeep Keswani。
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